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能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル



CCUS登録事業者に所属する
CCUS登録技能者の履歴のみ送信

能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

有効な就業履歴がつくられる仕組み全体像（※重要なページはこの図に記載）

キャリアリンク
CL

CCUSAPI連携

P23
就業履歴

P23
施工体制

・自動送信できる。
・CLで入退場した技能者は
必ず施工体制に入る

・職種や立場は変更可能

現場情報
ＣＬから施工体制を送る

事業者情報
・CCUS事業者ID

技能者情報
・CCUS技能者ID
・職種（複数登録可）
・立場
・外国人は
本人確認番号
入力を推奨

必ず所属

2

電話発信
入退場

入退場PDF
掲示

顔認証
入退場

入退場
データ

登録
データ
と突合

P4

P６

P8～13



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

現場登録の方法
ｰ施工体制をキャリアリンクからCCUSへ送信する場合-

3

現場情報の登録
ＣＬから施工体制を送る



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

現場登録の方法
ｰ施工体制をキャリアリンクからCCUSへ送信する場合-

◆Point
・必須項目は入力
・CCUSの項目はCCUSに反映できる
・施工体制は
「キャリアリンクからCCUSへ送信」
を選択するとキャリアリンクで自動で作成
した施工体制を送信します。
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❷

❶

注）こちらにチェック を入れると作業の手間が少ないです。



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

事業者情報の登録方法

5

事業者情報の登録
・CCUS事業者ID等の登録



事業者の登録方法

◆Point
・必須項目は必ず入力。
・ CCUS事業者IDがあれば登録。
・本人確認番号で入力エラーチェック可能
・ここでの登録は元請との紐付けなので、
次数は問わない。

※Excelから一括取込も可能でご利用も
多い。
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能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

技能者情報の登録方法
技能者は必ず事業者に所属させて登録する仕組みである
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技能者情報の登録
・CCUS技能者ID
・職種（複数登録可）
・立場
・外国人は本人確認番号
入力を推奨



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

事業者に所属する技能者の登録①
-技能者を所属させる事業者を選択-事業者の中にしか技能者は登録できない
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❶

注）Excelから一括取込も可能で、ご利用も多い。



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

事業者に所属する技能者の登録②
-技能者一覧のメニューを選択-
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◆Point
・事業者ごとに技能者を登録する。

❷



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

事業者に所属する技能者の登録③
-技能者登録-
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◆Point
・新規登録は「技能者登録」ボタンをクリックするところからスタートする。
・氏名があるのは登録済みの技能者。
・携帯電話番号があれば、電話発信で誰が入力したか分かる。
・メールアドレスは顔認証で利用する。

❸



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

事業者に所属する技能者の登録④
-技能者登録-

◆Point
・必須項目は必ず入力。
・CCUS技能者IDがあれば登録。
・職種は施工体制技能者情報に反映
するために必須としている。
（職種は複数登録可。
登録方法はP13）

・外国人は氏名の入力ミスが多いので
本人確認番号入力を推奨。
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❹

❺



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

事業者に所属する技能者の登録⑤
-技能者登録：代表職種・立場の入力-

◆Point
・初期値としてここで入力した職種と
立場が施工体制技能者情報
初期値として反映する。
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❹

❺



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

・事業者に所属する技能者の登録⑥
-技能者が複数の職種に携わる場合-

◆Point
・技能者が複数の職種に携わる場合を
考慮して職種は複数登録することが可能。

・後に「施工体制設定」で代表職種でない
職種に携わる場合は職種の変更をできる。

13
❷

❶



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

技能者情報の更新方法
ここでは退職者があった場合の更新方法
※退職者を別の下請技能者として登録するめには一度、以前所属の
事業者で退職の手続きをしないと重複チェックで登録できない仕様
となっている。

14

技能者情報の更新
・技能者が所属事業者を
退職した場合の操作



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

・事業者に所属する技能者の登録⑥
-技能者の退職すれば所属先変更可（ここでは退職の操作方法）-

◆Point
・技能者が退職した場合、退職日を入力し「更新」ボタンをクリックします。
※日付は正確でなくても大丈夫です。
退職すると、携帯電話番号とCCUS技能者IDが削除され、新しい事業者の技能者として登録できます。
退職処理を行わないと、携帯電話番号とCCUS技能者IDで技能者の重複チェックから技能者を
新規登録することが出来ません。

・技能者に履歴等が全くない場合、技能者の削除が可能です。
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❷

❶



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

施工体制技能者情報の更新方法
-技能者が代表職種でない職種の作業をする場合等に行う-
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施工体制技能者情報
の編集方法

職種・立場の変更をする場合



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

・現場の施工体制設定の変更①
ｰ登録の代表職種から職種の変更、立場の変更-
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❷

❶

◆Point
・まず該当の現場を選択するところからはじめる。



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

・現場の施工体制設定の変更②
ｰ登録の代表職種から職種の変更、立場の変更-
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❸



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

・現場の施工体制設定の変更③
ｰ登録の代表職種から職種の変更、立場の変更-

◆Point
・ここに入退場した事業者情報、技能者情報が自動で表示される。
・事業者の次数ははじめ、1次で登録されるが、次数変更も可能
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❹



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

・現場の施工体制設定の変更④
ｰ登録の代表職種から職種の変更、立場の変更-

◆Point
・ここには入退場したすべての技能者の施工体制登録技能者情報が
集まる。

・初期値として技能者登録で入力した代表職種と立場が施工体制に反映
・職種と立場を変更の場合は「編集」をクリック
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❺



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

・現場の施工体制設定の変更⑤
ｰ登録の代表職種から職種の変更、立場の変更-

◆Point
・職種と立場を初期値から変更の場合はプルダウンで別に登録した職種を
選択。立場も同様にプルダウンで変更できる。

・「更新」
※施工体制情報に変更や追加があるとその差分をその日に自動送信する。
（現場登録時に「キャリアリンクから施工体制を送信」を選択している場合）

21

❻ここでは職種をプルダウンから選択
立場も同様にプルダウンで編集可能❼



CCUSに正しい就業履歴を送るために
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CCUS登録事業者・技能者の就業履歴の送信

キャリアリンクと
CCUS

API連携

CCUS登録事業者・技能者の
就業履歴の送信
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CCUSに正しい就業履歴を送るために①
-CCUS登録の事業者・技能者のみ就業履歴を送信できる-

◆Point
・ここまでのフローの場合、就業履歴をCCUSに送信し、同時に施工体制もCCUSに送信している。
・現場ID、事業者ID、技能者IDが揃わないと就業履歴は送信できない。
・上記が揃わないと連携設定の列が「×」となりカーソルを当てると「×」の理由が分かる。

CCUS登録事業者・技能者の就業履歴の送信
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CCUSに正しい就業履歴を送るために②
-入退場登録を忘れた場合の手入力の方法-

CCUS登録事業者・技能者の就業履歴の送信

❶

❷
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CCUSに正しい就業履歴を送るために②
-入退場登録を忘れた場合の手入力の方法-

CCUS登録事業者・技能者の就業履歴の送信

❸現場をプルダウンで選択

❹

❺必要事項を入力
（複数の履歴を追加できる）

❻

❼
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就業履歴をソートして条件に合致するものを選択できます。

◆Point
・現場名や就業履歴のある期間、CCUSへの送信結果の「成功」や「失敗」など
条件に合致する就業履歴を抽出することが可能です。

・ここではある期間でCCUS連携が「失敗」した履歴を抽出しております。
エラー理由をマイページで確認（P27～29で説明） 、修正した後に再度送信が可能です。

CCUS登録事業者・技能者の就業履歴の送信



CCUSID送信失敗の場合の対応

CCUSに就業履歴が連携できなかったとき

27

キャリアリンクと
CCUS

API連携

就業履歴の送信が
「失敗」の場合の確認方法
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CCUSに就業履歴が連携できなかったとき
⇒P26の就業履歴送信結果が失敗の場合のチェック方法

❶

❷

CCUSIDのエラーチェック機能
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❶

❷

CCUSIDのエラーチェック機能

❸

◆Point
・この場合、技能者IDが間違いです。
・対応方法：下請の技能者に技能者ＩＤを確認の上、技能者情報（技能者ID）を更新し、

再度ＣＣＵＳに就業履歴を送信します。

CCUSに就業履歴が連携できなかったとき
⇒P26の就業履歴送信結果が失敗の場合のチェック方法



CCUSIDのエラーチェック機能能

CCUSに正しい就業履歴を送るために

30

キャリアリンクと
CCUS

API連携

CCUSIDの
エラーチェック機能
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CCUSに正しい就業履歴を送るために

-キャリアリンクに入力されたCCUSの情報が正しいかのエラーチェック機能-

❶

❷

CCUSIDのエラーチェック機能
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◆Point
・事業者、技能者で「失敗」と表示の数はCCUSでIDを閲覧し、キャリアリンクの入力された
情報が正しくない事業者や技能者の数を示している。
・仮にここでは「事業者」をクリックし、事業者の間違いをチェックする。

❸

CCUSIDのエラーチェック機能

CCUSに正しい就業履歴を送るために

-キャリアリンクに入力されたCCUSの情報が正しいかのエラーチェック機能-
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◆Point
・「○」の事業者はキャリアリンクに入力されたCCUS事業者IDと本人確認番号が
正しいことを示す。

・「失敗」の事業者はクリックするとエラー理由が表示されるので事業者情報を更新する必要がある。
・更新した情報が正しい場合、30分ごとにCCUSの情報を閲覧し「○」に変わる。

❹

❺メッセージの確認

CCUSIDのエラーチェック機能

CCUSに正しい就業履歴を送るために

-キャリアリンクに入力されたCCUSの情報が正しいかのエラーチェック機能-



能力評価に有効な就業履歴をつくるための操作マニュアル

CCUSで能力評価に有効な就業履歴が蓄積されているかの確認
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CCUS
就業履歴（月別カレンダー）の確認

CCUSにログイン 元請事業者による「月別カレンダー」の確認方法



CCUSにログイン 元請事業者による「月別カレンダー」の確認方法

就業履歴（月別カレンダー）の確認

◆Point
・「月別カレンダー」の閲覧はCCUSにログインして閲覧する。
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就業履歴（月別カレンダー）の確認

◆Point
・510_閲覧 > 60_自社に関する現場・就業履歴一覧から現場を選択 > 月別カレンダー
・ここで能力評価に有効な就業履歴を確認する。
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CCUSにログイン 元請事業者による「月別カレンダー」の確認方法



キャリアリンクから送信する施工体制情報をCCUSが受け取るために必要なこと

キャリアリンクから送信する施工体制情報をCCUSが受け取るために
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CCUS
キャリアリンクから送信する

施工体制情報をCCUSが受け取るために



現場情報で 標準APIの利用
※１ CCUSで施工体制を作成する場合は が不要です。
※２ キャリアリンクで先に現場を登録し、現場情報をCCUS連携する場合も は

自動で入るため、下記の操作は不要です。

◆Point
・CCUSで先に現場を登録し現場をCCUS連携する場合、キャリアリンクから施工体制を送信
し、CCUS側でその情報を受け取ってもらうためには
610_現場・契約 > 10_新規（個別登録）、または610_現場・契約 > 30_内容変更
で 標準APIの利用が必要です。
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キャリアリンクから送信する施工体制情報をCCUSが受け取るために必要なこと


